
１ 研究主題 

「主体的に学び，生きる力をはぐくむ 

メディア教育の創造」 

 

２ はじめに 

メディア教育研究部会の研究課題として，

大きく２つあげることができる。つまり，Ｉ

ＣＴ活用に関する研究と，放送教育に関する

研究である。平成２２年度に放送教育四国大

会が香川で開かれることもあり，本年度は放

送教育に関する内容も考慮して，研究をすす

めることとした。 

 

３ 研究の概要 

(1) 第１回部会 

（５月１日 土庄中学校） 

・研究組織・研究テーマ・研究計画の策定 

(2) 第２回部会 

（６月１８日 土庄中学校） 

・メディアを使った授業のあり方 

・授業に使えるビデオコンテンツについて 

(3) 第３回部会 

（１月下旬 内海中学校）（予定） 

・研究授業（技術科におけるメディア教育） 

・１年間の研究のまとめ 

 

４ 研究内容 

(1) 各校の放送設備の現状 

ア 豊島中学校 

・音声の設備はあるが，映像の設備はな

い。 

・テレビはあるがアンテナがつながって

いない。 

・校内ＬＡＮが整備されており，各教室

からインターネットができる環境であ

る。 

・大画面の映像は，体育館でプロジェク

タを使って映すことができる。 

イ 池田中学校 

・音声の設備はあるが，映像の設備はな

い。 

・コンピュータ教室でインターネットに

つながる。 

・無線ＬＡＮで各教室からインターネッ

トにつながる。 

・職員各自１台のパソコンがある。 

ウ 内海中学校 

・各教室にプロジェクタとスクリーンが

設置されているが，テレビは設置され

ていない。 

・生徒用ＬＡＮは有線で運用しているが，

無線でも使用可能である。 

・先生用ＬＡＮは有線ＬＡＮ 

（レイヤー３） 

 

エ 土庄中学校 

・社会科教室に大型スクリーンを常設。 
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・普通教室にデジタルテレビを設置。ア

ンテナ線をつないでおり，アナログ回

線を使用して，放送室からビデオ放送

の一斉送信が可能になっている。 

 

 

(2) 校内ＬＡＮ・ＵＳＢの利用について 

ア ウイルス対策 

インターネットにつながる環境では，

ウイルス対策は避けて通れないものであ

り，ウイルス対策ソフトは必要不可欠な

ものである。予算措置が必要であるが，

ソフトのインストールは必ず行っておき

たい。 

イ データの流出対策 

データ流出の危険を回避するための方

策として，学校管理のＵＳＢメモリを職

員に貸与している。このＵＳＢは，パス

ワードによりデータが守られるようにな

っている。 

ウ 職員の意識高揚 

職員の意識高揚のために，情報教育に

関する啓発資料「情報・セキュリティニ

ュース」の配布を行っている。記事の内

容としては，最新のウイルス情報やセキ

ュリティに関する情報，校内のＩＣＴに

関する情報や伝達事項などである。 

 

(3) 授業に使えるビデオコンテンツの選定 

情報コンテンツ ホームページ一覧 

 

 

５ おわりに 

本年は，放送教育も含めて研究をすすめて

きた。各校で施設・設備の状況が違っている

が，その状況の中でよりよい放送教育という

ものをこれからも探っていきたい。また，郡

内の中学校が協力して，よりよい放送コンテ

ンツの情報を交換し，授業で使えるコンテン

ツを増やしていきたい。 

 
ホームページ名 

ＵＲＬ 

1 

情報処理推進機構 

教育用画像素材集 

http://www2.edu.ipa.go.jp/gz2/list.html 

2 
香川県教育センター 

http://www.kec.kagawa-edu.jp/ 

3 
ＮＨＫデジタル教材 

http://www.nhk.or.jp/school/ 

4 
ＮＨＫオンデマンド 

http://www.nhk.or.jp/nhk-ondemand/ 
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